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一
、
「
池
田
錦
橋
入
門
制
戒
禁
約
言
」
に
つ
い
て

「
池
田
錦
橋
入
門
制
戒
禁
約
言
」
（
以
下
「
約
言
」
と
略
記
）
は
、

順
天
堂
大
学
図
書
館
山
崎
文
庫
の
所
蔵
。
畉
題
篭
に
は
「
池
田
家

入
門
制
戒
禁
約
言
」
、
表
紙
題
篭
に
は
「
池
田
錦
橋
入
門
制
戒
禁
約

書
」
と
あ
る
。
池
田
錦
橋
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
痘
科
の
始
祖
と

さ
れ
る
池
田
正
直
の
曾
孫
で
、
名
を
独
美
、
字
を
善
卿
、
錦
橋
と

号
し
、
瑞
仙
と
称
し
た
。
安
芸
、
大
坂
、
京
都
で
は
痘
科
治
術
を

行
い
、
寛
政
九
年
（
一
七
九
七
）
に
幕
府
医
官
と
な
り
、
翌
年
に
は

幕
府
医
学
館
の
痘
科
医
と
な
っ
た
人
で
あ
る
。

「
約
書
」
は
「
京
都
佐
井
大
瑞
聞
庵
識
」
の
入
門
制
戒
禁
約
之

事
、
さ
ら
に
神
文
と
、
文
化
十
一
年
（
一
八
一
四
）
九
月
九
日
か
ら

嘉
永
六
年
二
八
五
三
）
四
月
二
十
二
日
ま
で
の
一
七
四
名
が
、
入

門
年
月
日
、
藩
籍
や
住
所
、
姓
名
等
を
署
名
し
た
入
門
姓
名
録
か

61

「
池
田
錦
橋
入
門
制
戒
禁
約
耆
」
と
京
都
の

痘
科
医
佐
井
聞
庵
に
つ
い
て

長
谷
川
一
夫

ら
な
っ
て
い
る
。

入
門
制
戒
禁
約
之
事
は
、
二
か
条
か
ら
な
り
、
一
条
に
「
此

痘
科
治
術
の
義
は
御
公
義
の
医
官
池
田
錦
橋
の
耳
提
面
命
の
口

訣
秘
伝
た
る
処
な
り
、
是
を
以
て
師
家
に
厳
律
の
法
則
有
り
、
禁

戒
約
式
有
り
、
先
シ
第
一
に
こ
れ
を
守
ら
ず
ん
ば
あ
る
べ
か
ら
ざ

る
事
な
り
」
と
し
、
以
下
、
守
秘
義
務
、
患
者
へ
の
対
応
な
ど
を

定
め
た
規
則
で
あ
る
。
神
文
は
受
講
に
際
し
て
の
誓
約
で
、
五
か

条
か
ら
な
り
、
「
少
二
て
も
相
背
き
申
す
に
お
ゐ
て
は
日
本
大

小
の
神
祇
、
殊
大
巳
貴
尊
・
少
彦
名
尊
の
御
罪
を
蒙
ふ
る
へ
き

者
な
り
、
価
而
神
文
如
件
」
で
結
ん
で
い
る
。

入
門
制
戒
禁
約
之
事
を
識
し
た
聞
庵
は
、
天
保
十
四
年
の
『
天

保
医
鑑
』
に
よ
れ
ば
、
名
は
大
瑞
、
字
は
公
府
、
電
鳴
と
号
し
、

聞
庵
と
称
し
た
。
京
都
衣
棚
丸
太
町
北
に
住
み
、
児
科
と
痘
科
を

業
と
し
た
医
師
で
、
法
橋
の
称
号
を
得
た
人
で
あ
る
。

二
、
聞
庵
と
池
田
家
、
聞
庵
の
門
弟
に
つ
い
て

「
約
言
」
に
署
名
し
た
一
七
四
名
中
の
欄
外
等
に
は
、
聞
庵
と
池

田
家
、
聞
庵
と
門
弟
と
の
関
係
を
示
す
書
込
み
が
あ
る
。

ま
ず
、
聞
庵
と
池
田
家
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
天
保
五
年
の

丸
山
健
斎
の
欄
に
「
是
迄
入
門
金
相
達
シ
申
し
候
、
即
二
月
十
六



第46巻第3号(2000)日本医史学雑誌431

日
出
ス
」
、
同
十
五
年
の
玉
置
亮
輔
に
は
「
臘
月
十
七
日
、
池
田
家

へ
達
ス
」
、
弘
化
四
年
の
田
中
東
左
衛
門
に
は
「
未
六
月
廿
五
日
、

八
人
分
相
達
二
両
三
歩
也
、
学
僕
入
門
共
」
、
嘉
永
元
年
の
伊
藤
玄

育
ら
三
名
に
は
「
嘉
永
元
戊
申
夏
五
月
二
十
六
日
、
金
三
両
ト
五

匁
五
分
本
代
共
下
、
此
迄
分
相
済
申
候
」
と
あ
る
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
間
庵
は
錦
橋
の
学
統
を
引
く
医
師

で
あ
り
、
京
都
で
開
塾
し
て
い
た
と
思
わ
れ
る
こ
と
、
「
約
言
」
は

聞
庵
が
師
家
の
規
則
に
準
じ
て
定
め
た
塾
則
と
神
文
に
誓
約
さ
せ

た
う
え
で
署
名
さ
せ
た
門
人
姓
名
録
で
あ
る
こ
と
、
聞
庵
が
師
家

か
ら
錦
橋
の
著
書
を
購
入
し
て
い
た
こ
と
、
門
弟
の
受
入
れ
に
あ

た
っ
て
は
師
家
に
報
告
し
、
入
門
料
を
納
め
て
い
た
こ
と
な
ど
を

う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。
な
お
、
師
家
へ
の
報
告
、
納
金
等
に

つ
い
て
は
、
錦
橋
が
文
化
十
三
年
、
息
の
京
水
も
天
保
七
年
に
没

し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
お
そ
ら
く
は
そ
の
痘
科
と
瑞
仙
の
名
称
を

継
承
し
た
養
嗣
の
柔
行
に
あ
て
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

つ
ぎ
に
、
「
約
言
」
に
み
え
る
一
七
四
名
の
年
代
的
、
地
域
的
な

分
布
と
身
分
階
層
に
つ
い
て
述
べ
よ
う
。

ま
ず
、
一
○
年
ご
と
の
門
弟
数
を
み
る
と
、
文
化
十
一
年
～
文

政
七
年
は
二
七
名
、
文
政
八
年
～
天
保
五
年
は
三
八
名
、
天
保
六

年
～
弘
化
元
年
は
五
七
名
、
弘
化
二
年
～
嘉
永
六
年
の
九
年
は
五

二
名
で
、
各
年
の
入
門
数
は
異
な
る
も
の
の
、
天
保
以
降
、
増
加

傾
向
に
あ
っ
た
。
地
域
的
に
は
北
は
陸
奥
・
出
羽
か
ら
南
は
九
州

地
方
に
分
布
し
、
備
中
が
最
も
多
く
、
以
下
、
京
都
・
大
坂
・
紀

伊
・
備
前
・
加
賀
な
ど
で
あ
る
。
そ
の
う
ち
、
侍
医
や
藩
医
な
ど

の
肩
書
き
の
あ
る
者
も
、
北
は
佐
竹
藩
・
会
津
藩
か
ら
南
は
佐
賀

藩
・
延
岡
藩
・
熊
本
藩
な
ど
全
国
的
に
分
布
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
一
七
四
名
の
一
七
番
目
に
、
文
政
五
年
八
月
十
二
日

に
入
門
し
、
の
ち
に
免
許
を
得
た
新
見
藩
医
丸
山
九
三
が
い
る
。

こ
の
九
三
に
関
連
し
て
、
「
約
言
」
に
は
「
丸
川
九
三
江
入
門
」
「
丸

川
九
三
取
立
」
の
書
込
み
の
あ
る
者
が
六
名
い
る
。
う
ち
一
名
は

年
月
日
・
名
前
・
花
押
の
あ
る
者
、
四
名
は
年
月
日
・
名
前
と

「
口
血
印
」
と
あ
る
者
、
一
名
は
年
月
日
・
名
前
の
み
の
者
で
あ
る
。

六
名
は
お
そ
ら
く
九
三
の
門
弟
で
、
聞
庵
に
入
門
後
、
改
め
て
九

三
に
入
門
し
た
者
、
あ
る
い
は
聞
庵
が
報
告
を
受
け
た
九
三
の
門

弟
と
思
わ
れ
る
が
、
さ
ら
に
検
討
を
加
え
た
い
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
約
言
」
は
錦
橋
の
痘
科
普
及
を
考
え
る
と

き
、
手
が
か
り
を
与
え
て
く
れ
る
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

（
新
潟
県
・
中
之
島
町
立
中
之
島
中
央
小
学
校
）


